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39. 深見裕伸 fハナギンチャク まるでミノムシJ4/8掲載
40. 久保田信 fミズクラゲ 大きく姿変える季節J4/15掲載
41 加藤哲哉「サクラダイ 雌が雄になる魚J4/2掲載
42. 山本泰司「チゴガニ 干潟の小さなダンサーJ4/29掲載
43. 加藤哲哉 fエイラクブカ どこ違うつ軟骨魚と硬骨魚J5/13掲載




48. 白山義久 fサメハダホシムシ 口の近くに虹門がある訳J6/17掲載
49. 加藤哲哉 fタツノオトシゴの仲間 人気者の影に飼育員の苦労J6/24掲載
50. 宮崎勝己「ナマコ どっちが口でどっちが紅門?J 7/1掲載
51. 伊勢戸徹「生き物ハラエティー水族館と動物園どっちが多様?J 718掲載




56. 山本泰司「イボヤギ 昼間、満開にさせるために・・・ J8/27掲載
57. 山本泰司「スズメダイ類の産卵 雄が卵の世話と保護J9/4掲載




62. 伊勢戸徽「アカオニヒトデ 控えめにとげと げなヒトデJ10/15掲載
63. 大和茂之「ヤドカリ 左右不相称の体J10/21掲載
64. 宮崎勝己「ウニ類体に何がある?J 10/30掲載
65. 深見裕伸「ペニクラゲムシ 泳げないクシク ラゲJ11/11掲載
6. 久保田 信 「ペニクラゲ 特集展示で見る神秘の生態J1/20掲載
67. 加藤哲哉「魚のひれ 使い方さま ざまJ11/26掲載
68. 山本泰司「ヤドカリとイソギンチャクの共生 イソギンチャクは非常食J12/4掲載
69. 伊勢戸徽「コケムシ 苔のように美しい動物J12/10掲載
70 大和茂之「オキアミとアミ エピのようでエビではないJ12/17掲載
7J. 白山義久「ンロウリガイ 毒を餌に変える二枚貝J12/25掲載
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